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教
育
委
員
会
だ
よ
り

深
圳
外
国
語
学
校
と
の
交
流

　
　
　（
城
南
中
・
城
北
中
）

　

１
月
25
日
㈪
〜
28
日
㈭
ま
で
、

深
圳
外
国
語
学
校
の
訪
問
団
が

飯
山
市
を
訪
れ
、
城
南
中
学
校
、

城
北
中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流

を
し
ま
し
た
。
深
圳
外
国
語
学
校

の
生
徒
は
、
城
南
・
城
北
そ
れ
ぞ

れ
の
中
学
校
で
授
業
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
中
学
生
と
、
深
圳
外

国
語
学
校
の
生
徒
が
互
い
に
行
き

来
す
る
こ
の
交
流
も
今
年
で
15
年

を
迎
え
ま
し
た
。
飯
山
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
交
流

を
通
じ
、
日
本
と
は
違
っ
た
文
化

や
歴
史
に
触
れ
、
国
際
感
覚
を
養

う
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

青
少
年
指
導
者
・
育
成
者

(

団
体)

・
善
行
者
表
彰
の

対
象
者
募
集
に
つ
い
て

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、「
青
少
年
健
全
育
成
で

功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
」、

「
特
に
顕
著
な
善
行
を
行
っ
た
青

少
年
」を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
も
し
く
は
団
体
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市
民
会
議
構

成
団
体(

区
長
会
協
議
会
、
青
少

年
育
成
補
導
員
会
、
子
ど
も
会

育
成
会
、
飯
山
少
年
警
察
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

～「地域住民交流講座」受講生募集 ～
わら細工講座
話題のわら細工「かめ」を作ろう！
日　程：３月24日（木）　14:00～16:00
講　師：温井わらの会
場　所：いいやま人権福祉センター
受講料：無料
材料費：500円
定　員：15人
申込み：３月10日㈭まで
持ち物：はさみ・ものさし

多くの皆さまの受講をお待ちしています。
◆お申込みは、いいやま人権福祉センター
　（☎81-3101）へお願いします。

男女共同参画コミュニケーターを
　　　　　募集します！

　仕事、子育て、地域の集まりなどで感じていること
　こうしたら、もっと男性も女性も働きやすい、暮らし
やすい、など、ざっくばらんな意見を聞かせてください。
　そんな意見をもとに、誰もが自分らしく生きられるた
めに、楽しく地域の方と語り合いながら、地域と行政の
パイプ役として一緒に活動しませんか！！

　■募集人員　　若干名
　■申込締切　　３月１５日（火）
　■任　　期　　２年間（平成28年４月～）
　■申込み・問い合わせ先
　　　　　　　人権政策課　☎62-3111（内線332）

青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委

嘱
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
長
野
県
青
少
年

育
成
指
導
者
・
青
少
年
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
会
が
１
月
30
日
㈯
に
須

坂
市
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
会
の
冒
頭
、
青
少
年
サ
ポ
ー

タ
ー
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
町

村
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
長
野
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
（
長

野
県
知
事
）
が
委
嘱
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
任
期
２
年
）
で
、
県
民

総
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
再
活
性
化
を
目
的
に
、

①
子
ど
も
の
見
守
り

②
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の

　

参
加

③
自
己
研
鑽

を
活
動
三
本
柱
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　

今
回
、
第
一
期
生
と
し
て
県
内

48
市
町
村
・
３
８
０
名
が
青
少
年

サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
、
飯

山
市
か
ら
は
以
下
の
９
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
会
議

で
は
平
成
29
年
度
ま
で
に
サ
ポ
ー

校
長
会
な
ど)

ま
た
は
各
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
推
薦
を

お
願
い
し
ま
す
。
被
表
彰
者
は
市

民
会
議
の
理
事
会
で
決
定
し
、
表

彰
式
は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

【
推
薦
期
間
】

　
２
月
20
日
㈯
〜
４
月
20
日
㈬

【
表
彰
基
準
】

　

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
８

年
以
上
活
動
し
た
指
導
者
ま
た
は

団
体
で
功
績
の
あ
っ
た
も
の
、
お

よ
び
善
行
を
行
っ
た
青
少
年
で
、

そ
の
行
為
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
。

【
推
薦
者
】

　

区
長
ま
た
は
市
民
会
議
構
成

団
体
の
長

【
推
薦
方
法
】

　

所
定
の
推
薦
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
飯
山
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
事
務
局(

飯
山
市
公

民
館
内 

市
民
学
習
支
援
課)

へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

推
薦
書

用
紙
は
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
学
習
支
援
課
社
会
教
育
係

☎
62
３
３
４
２

タ
ー
数
２
０
０
０
名
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

【
青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
】 

佐
藤
大
輔
（
青
少
年
育
成
補
導

員
会
飯
山
小
区
１
班
長)

山
田
冬
彦
（
〃 

飯
山
小
区
２
班

長)田
中
秀
穂
（
〃
秋
津
小
区
班
長)

池
田
美
政
（
〃
木
島
小
区
班
長)

富
井　
崇
（
〃
東
小
区
班
長)

中
條
伸
二
（
〃
泉
台
小
区
班
長)

梨
元　
茂
（
〃
常
盤
小
区
班
長)

高
橋
大
輔
（
〃
戸
狩
小
区
班
長)

山
本　
寛
（
〃
岡
山
小
区
班
長)

与
え
た
も
の
が
返
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
常
盤
小
学
校
長
　
　
小
林
　
暢

人 権
学習シリーズ

　

常
盤
小
学
校
の
三
年
生
が
、

福
祉
施
設
「
常
岩
の
里
な
が
み

ね
」
と
交
流
を
し
て
い
る
。
常

岩
の
里
の
数
名
の
方
が
音
楽
集

会
の
見
学
に
来
校
さ
れ
た
あ
る

日
の
こ
と
。
Ａ
児
が
Ｂ
さ
ん
の

車
い
す
を
押
し
始
め
る
と
、
Ｂ

さ
ん
は
急
に
車
い
す
を
叩
き
は

じ
め
、
苦
し
が
っ
て
い
る
よ
う

な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
。
帰
り
の

時
も
、
児
童
が
交
代
で
車
い
す

を
押
す
ご
と
に
、Ｂ
さ
ん
は
「
ウ

ー
、
ウ
ー
」
と
声
を
出
し
た
り
、

車
い
す
を
叩
い
た
り
、
閉
じ
て

い
た
目
を
大
き
く
見
開
い
た
り

し
て
い
た
。
職
員
の
方
か
ら
「
Ｂ

さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
目
が
見
え

な
い
の
で
す
が
、
今
日
は
う
れ

し
く
て
声
を
出
し
た
り
、
目

を
大
き
く
開
け
た
り
し
て
い
ま

す
。」
と
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

Ａ
児
は
交
流
後
、「
目
の
見
え
な

い
Ｂ
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
だ
ら
、

手
を
ギ
ュ
ッ
と
に
ぎ
っ
て
く
れ
て

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

と
感
想
に
書
い
た
。
子
ど
も
た

ち
は
地
域
の
方
の
温
か
さ
に
育

て
ら
れ
て
い
る
。

　

わ
が
家
の
正
月
は
、
息
子
が

帰
っ
て
き
た
の
で
、
久
し
ぶ
り

に
家
族
全
員
そ
ろ
っ
た
。
テ
レ

ビ
で
お
祝
い
の
映
像
が
映
し
出

さ
れ
る
と
、
祖
母
が
「
孫
の
小

さ
い
頃
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
っ
た
な
。」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
始
め
た
。

私
は
仕
事
が
忙
し
い
と
言
い
な

が
ら
、
自
分
の
都
合
で
生
活
し

て
き
た
姿
を
ふ
り
返
り
、
後
悔

す
る
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
。

　

息
子
が
東
京
へ
戻
る
時
、
仏

壇
の
前
で
手
を
合
わ
せ
、「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
行
っ
て
く
る
ね
。」
と

亡
き
祖
父
に
声
を
か
け
て
い
た
。

息
子
が
仏
壇
の
前
に
座
っ
て
い

る
姿
は
何
度
も
見
て
き
た
。
祖

父
の
温
か
い
気
持
ち
は
今
で
も

生
き
て
い
る
よ
う
だ
。「
人
に
幸

せ
を
与
え
る
こ
と
を
心
が
け
る

こ
と
だ
。」
と
い
う
声
が
仏
壇
の

方
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
自
分
の
立
ち
位
置

で
物
事
を
考
え
て
き
た
こ
と
を

反
省
し
な
が
ら
、
相
手
の
気
持

ち
に
な
っ
て
動
く
こ
と
を
心
が

け
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。

飯
山
っ
子

　
〜
雪
遊
び
だ
い
す
き
〜

　
　
　（
し
ら
か
ば
保
育
園
）

　

今
年
は
暖
冬
で
、
他
の
園
で
は

雪
遊
び
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
し
ら
か
ば
保
育
園
は

毎
日
雪
遊
び
が
で
き
ま
し
た
。

　

雪
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち

は
、
う
れ
し
そ
う
に
玄
関
を
飛
び

出
し
て
い
き
ま
す
。
た
く
ま
し
い

飯
山
っ
子
で
す
。
今
年
は
雪
が
少

な
く
、
園
庭
へ
雪
の
壁
を
よ
じ
登

ら
ず
に
行
け
る
の
で
、
い
つ
も
で

き
な
い
で
い
た
、
ク
ロ
ス
ス
キ
ー

を
履
い
て
の
遊
び
や
、
裏
の
坂
道

を
手
作
り
ソ
リ
で
滑
る
な
ど
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
雪
の
量
や
雪
質

に
合
っ
た
遊
び
方
を
工
夫
し
な
が

ら
、
３
月
下
旬
ま
で
、
凍
み
渡
り

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
雪
遊
び
を
楽
し

む
予
定
で
す
。

健
全
育
成
に
つ
い
て
の
相
互

連
絡
に
関
す
る
協
定
締
結

　
１
月
19
日
㈫
、飯
山
警
察
署
と
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

の
相
互
連
絡
に
関
す
る
協
定
を
栄

村
・
野
沢
温
泉
村
・
木
島
平
村
の

教
育
委
員
会
が
合
同
で
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を

脅
か
す
犯
罪
や
事
故
が
多
発
し
、

少
年
の
非
行
問
題
が
多
様
化
、
深

刻
化
し
て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と

健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
に
迅

速
な
情
報
交
換
や
緊
密
な
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。


